
年度 授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

【事後学習】授業の復習
各コマに
おける

授業予定
文献検索①

各コマに
おける

授業予定
タイトルの選定

【事後学習】授業の復習

第
5
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

文献を検索できる

なし

第
4
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究のタイトルを決めることができる

なし

各コマに
おける

授業予定
研究テーマの選定（領域）

各コマに
おける

授業予定
テーマ検討と理由付け②

各コマに
おける

授業予定
テーマ検討と理由付け①

第
2
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療福祉領域の先行研究を検索し、関心を持ちテーマ検討す
る。②

配布資料 【事後学習】授業の復習

第
1
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療福祉領域の先行研究を検索し、関心を持ちテーマ検討す
る。①

配布資料 【事後学習】授業の復習

第
3
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究テーマを決めることができる

なし 【事後学習】授業の復習

ハンドアウト

疑問を持ち、取り組みましょう。

授業の
方法 内   容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研究課題（70％）、出席状況（２０％）、授業態度（１０％）

課題研究

担 当 教 員 荒木　欣典
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 2年 学期及び曜時限 火曜１限2限 教室名 　602　　号室

講義演習

科  目  名 課題研究演習 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2023

学        科 医療福祉総合学科 科 目 区 分 基礎分野 授業の方法



【事後学習】授業の復習
各コマに
おける

授業予定
DATAを収集

各コマに
おける

授業予定
アンケート作成③

【事後学習】授業の復習

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

DATAを収集できる。

なし

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

アンケートを作成することができる

なし

【事後学習】授業の復習
各コマに
おける

授業予定
アンケート作成②

各コマに
おける

授業予定
アンケート作成①

【事後学習】授業の復習

第
13
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

アンケートを作成することができる

なし

第
12
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

アンケートを作成することができる

なし

各コマに
おける

授業予定
テーマ、目的をPPに入力

各コマに
おける

授業予定
研究デザインの作成③

【事後学習】授業の復習

各コマに
おける

授業予定
研究デザインの作成①

【事後学習】授業の復習

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

PPの一部を完成させることができる

なし

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究デザインを完成することができる

なし

【事後学習】授業の復習

各コマに
おける

授業予定
文献検索③

各コマに
おける

授業予定
文献検索②

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究デザインを完成することができる。

なし

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究デザインを完成することができる。

なし

【事後学習】授業の復習
各コマに
おける

授業予定
研究デザインの作成②

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

文献を検索できる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

文献を検索できる

なし 【事後学習】授業の復習

授業の
方法 内   容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

なし 【事後学習】授業の復習


